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○広島国道事務所ホームページ https://www.cgr.mlit.go.jp/hirokoku/

道路の異状を発見したら・・・ 道路緊急ダイヤル 緊急通報＃９９１０へ

国道３１号の事前通行規制区間を解除！
～坂町水尻・小屋浦の災害復旧・対策工事が完了しました～

平成３０年７月豪雨による被災により、国道３１号坂町水尻・小屋浦地区におい

て大雨時に通行に危険を及ぼすおそれがあるため、平成３０年７月１１日より事前

通行規制区間2.7kmを設定していました。

この度、対策工事・災害復旧がすべて完了したため、事前通行規制区間を解除し

ますのでお知らせします。

さ か ち ょ う み ず し り ・ こ や う ら

○ 解除区間 ： 国道３１号（ベイサイドビーチ前～小屋浦橋：2.7km）
※詳細は別紙１のとおり

○ 解 除 日 ： 令和元年１１月２２日

○ 対策内容 ： ①水尻地区 法面崩落箇所復旧（NEXCO）
②小屋浦地区 巨石撤去（国土交通省）

＜参 考＞ 事前通行規制区間について（詳細は別紙２のとおり）
①水尻地区：クレアライン（広島呉道路）の法面崩落
②小屋浦地区：降雨による山側斜面浸食により巨石（２箇所）が不安定化
⇒事前通行規制区間に設定

クレアライン（広島呉道路）の法面崩落
（写真はNEXCOより提供）

平成30年7月豪雨被災状況

不安定化した巨石 巨石撤去

対策状況



解除

国土地理院地図を基に広島国道事務所で作成

【事前通行規制雨量基準】

連続雨量１５０ｍｍ

または

時間雨量 ３４ｍｍ

※なお設定開始以降、
通行規制の実績は
ありません

別 紙 １

位 置 図

事前通行規制区間

2.7km

【出典】国土地理院HP



別 紙 ２災害復旧・対策工事内容

②水尻地区（クレアライン（広島呉道路）の法面復旧）

クレアライン（広島呉道路）（ＮＥＸＣＯ管理）の法面崩落箇所の復旧工事が完
了し、クレアライン（広島呉道路）の法面土砂が、国道３１号に流入する恐れ
が減少しました。【NEXCOで実施・H30.9完了済】

H30.7被災状況（写真はNEXCOより提供） H30.9復旧工事完了（写真はNEXCOより提供）

広島呉道路 平成30年9月27日15時通行再開

【参考】国道31号の迂回路に、ベイサイドビーチ坂
の駐車場を使用

国道31号東側の山側斜面で発見された巨石（２箇所）は、降雨等による法面
侵食により、国道31号へ転石する恐れがありました。巨石（２箇所）の撤去を
行い、転石の恐れを除去しました。【国土交通省で実施・今回（R1.11）完了】

巨石①

①小屋浦地区（国道31号の巨石撤去）

巨石②

撤去前

撤去前

撤去完了

撤去完了


